
「思想の秋」とエドガー・ポゥ

一1855年のボードレールー

Voila　que　j’ai　touch61’automne　des　id6es（L’Ennemi）
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ボードレールが1855年に書いた万国博覧会の美術評には幾つかの奇妙な点があ

る。

先ず第一章に展開されている論議が著しく抽象的，一般的且つ巨視的である。ポ

一ドレールの理論癖はこの時に始まったわけではなく，これより九年前のくSa量on

de　1846＞にも理論はふんだんにばらまかれているが，それはあくまで美術と直

接の繋がりを保っており，事柄に即した具体的な分析という形をとっていた。

次に奇妙なのは，第二章ではアングルだけが，第三章ではドラクロワだけが論じ

られていて，他はすべて切捨てられていることである。

更に，＜S田㎝de　1846》と比べて，ここではアングルに対する批判とドラク

ロワに対する賞讃とが遙かに対比を強められている。

この事情はくExposition　univeI3e皿e》が新聞の依頼記事だったことを考えると

尚更奇妙に思われてくる．ボードレールの最も重要な展覧会評のうち，《Sal㎝de

1846＞は単行本として発表されたものである。＜Salon　de　1859》は雑誌の依

頼記事だが，理論家には読えむきのこんな注文がついていた，「カタログを作るの

ではなく概観を，絵画の道を速足で歩く哲学的散歩のお話といったものを何か」1）。

しかしこうして理諭を開陳する為の好条件を与えられた二っの評論も《Exposition

un漉rse皿e》程には抽鍵L一般性への露わな嗜好を見せてはいない。

ボードレールはこの記事の性格の為に依頼主の新聞社から「お払い箱」勿になって

いる。　Ph…sentez　mes　excu5es　a　M、　Cohen．　dite訓ui　q㏄c，est　1¢demieτ

a而de　cons㏄r6　a　un　s㎝1　hommeま）これは第三回分の記事（アングル論）の掲
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載の是非が新聞社側で問題になった時，ボードレールが知人に宛てて取りなしを頼

んだ手紙である。こういう手紙を読むとボードレールがジャーナリズムの何たるか

を知らなかった人の様に見えるが，事実はそうではなく，彼はその気になれば相手

の意向に機敏に対処することもできた人でありρ事後の弁明をする羽目になる前か

ら，自分が博覧会の報告記事にふさわしくないものを書いていることぐらいは十分

承知していたと思われる。しかし状況に対する鋭敏な感覚は必ずしも巧みな身の処

し方を保証するわけではない。四囲の状況に適応しようとしても，いつも，もっと

強固な，遙かに御し難いボードレールという状況がそれを妨げる。そして大抵の場

合，me　voila　libre，　mais　sans　le　sol9これが結果である。

成功作＜Salon　de　1846＞に見られる抽象と具体との鮮やかなバランスを壊さ

ねばならぬ外的理由は全く見当らず，事情は寧ろ逆であったと考えられるのに，ボ

一ドレールは敢てこれを壊している。そうであれば「お払い箱」の危険を冒すよう

彼を促した内的理由が問われなければならないであろう。

1846年から1855年までの間に起ったボードレールの精神上の事件については，

＜Journaux　intimes＞中の有名な一句からたやすく窺うことができる，　De　Mais・

tre　et　Edgar　Poe　m’ont　appris　a　raisonner．6）ボードレールが初めてメースト

ルの著作に接したのは1851年と推定されているが，これは同時に，メーストルを

本格的に受け容れ始めだ時期であると見てよさそうである。というのは，既に1850

年に，ボードレールは或るキリスト教思想家に強い関心を示しており7）精神の準備

はできていたと考えられる上に，早くも1852年の最初のポウ論で，ポウの生涯に

メーストル風の考察を加えている箇所が見出されるからである。けれどもポウにつ

いては事はそれほど明瞭ではない。ボードレールが初めてポウを知ったのは1847年

のようであるが§）翌48年にポウの翻訳一篇を発表したあと，最初のポウ論を書く

52年までの間，ボードレールの関心がどうなっていたのか私達は正確に掴むこと

ができない。もしも52年のポウ論に，ポウに関する当時のボードレールの知識が

すべてこめられているのであれば，この評論を書いた時のボードレールはポウの作

品の少量を読んでいたにすぎないという結論が出てくるので9）ポウとボードレール

との間の真の影響関係を1847年以来のものと見るのは不可能となる。

倫理的にも文学的にも，ボードレールに最初の精神的変化の兆しが現われるのは

1850年を過ぎた頃からである。50年6月くLe　Magasin　des　familles》に発表さ

れた二篇の詩にこんな但し書が付いているのが注目される。

　　　　　　　　、
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Ces　deux　morceaux　in6dits　sont　tir6s　d’un　livre　intitu16　LEs　LIMBEs，

qui　paraftra　tr6s－prochainement，　et　qui　est　destin6　a　repr6senter　les　agita。

tions　et　les　m61ancolies　de　la　jeunesse　moderne．10）

これがどんな意義をもっているかは，翌51年4月9日，ちょうどボードレール三十

才の誕生日に＜Le　Messager　de　1’Assembl6e＞に十一篇の詩を発表した時，再度

付けられたもう一つの但し書によって明らかである。

Ces　morceaux　sont　tir6s　du　livre　18∫L舳わθ∫，　de　Charles　Baudelaire，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’曹浮堰@doit　paraitre　prochainement　chez　M　IcHEL　LEvY，　rue　Vivienne，　et

qui　est　destin6　a　retracer　1’histoire　des　agitations　spirituelles　de　la　jeunesse

moderneユ1）

大同小異ではあるが，repr6senter　les　agitations　et　les　m61ancoliesがretracer

1’histoire　des　agitations　spirituellesと改められているのを無視するわけにはい

かない。retracerという動詞といい，　histoireという名詞といい，この小さな違い

の為に二つの但し書の意は一層鮮明に浮び上ってくるのであって，ここでボードレ

一ルは自分の中で一つの段階が終ったことを告げているのである。この年の8月26

日，或る夫人のアルバムに書きつけられていた彼の言葉はもっと直裁な回顧的感慨

に溢れている。

　　、
EAmesure　que　rhomme　avance　dans　la　vie，　et　qu’il　voit　les　choses

．de　plus　haut，　ce　que　le　monde　est　convenu　d’appeler　la　beaut6　perd　bien

de　son　importance，　et　aussi　la　volupt6，　et　bien　d’autres　balivemes．　Aux

yeux　d6sabus6s　et　d6so㎜証s　clairvoyants　toutes　les　s組sons　ont　leur

valeur，　et　l’hiver　n’est　pas　la　plus　mauvaise　ni　la　moins　f6erique．．．．La

plupart　des　jeunes　gens　ignorent　ces　choses，　et丑s　ne　les　apPrennent　qu’a

leurs　d6pens・　Quelques・uns　d’entre　nous　les　savent　aujourd’hui；mais
on　ne　sait　que　pour　soi　seul！2）

しかし精神が変容の時を迎え，変容を強いられていることは自覚されていても，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Vしくとるべき姿については何の予感も得られないまま，ボードレールはいわば空

白の中に落ち込んでいたらしく，8月30日母親宛の手紙では，創作上の不毛を嘆き

ながら重大な告白をしている。
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ノ2ε〃∫∫y㎎ノ〃2θη’か｛｝3か∫3’a　Tu　liras　sans　doute　avec　plaisir　ou　plut6t

avec　les　yeux　vaniteux　d’une　m6re　ce　gros　travail　que　je　t’enverrai　1θ

配o’∫ρアoo加’〃∫mais　apres　tout，　c’est　une　m6chante　affaire．　Tu　verras

quelques　pages　6tonnantes　sans　doute；et　le　reste　n’est　qu’un　ramas　de

contradictions　et　de　divagations．　Quant　a　1’6rudition，　il　n’y　en　a　que

rapparence．　Et　apres？　Apres，　que　montreraiづe？　Mon　livre　de　po6sie？

Je　sais　qu’il　y　a　quelques　ann6es，　il　aurait　suf釘ala　r6putation　d’un　homme．

II　eOt　fait　un　tapage　de　tous　les　diables．　Mais　aujourd’hui，1es　conditions，

les　circonstances，　tout　est　chang6．　Et　si　mon　livreル∫∫10η8プ初，　apr6s？

quoi？　Le　drame，1e　roman，　rhistoire　meme　peut－etre．　Mais　tu　ne　sais

pas　ce　que　c’est　que　les　jours　de　doute．　Il　me　semble　quelquefois　que

je　suis　devenu　trop　raisonneur　et　que　j’ai　trop　Iu　pour　concevoir　quelque

chose　de　franc　et　de　naIf．　Je　suis　trop　savant　et　pas　assez　laborieux．

Aprさs　tout，peut・etre　dans　huit　lours，　seraiうe　plein　de　confiance　et　d’ima一

gination？－Je　pense　en　6crivant　ceci，　que　pour　rien　au　monde　je　ne

1’avouerais　devant　un　camarade．

最後の一句から，ボードレールの創作者としての自侍が崩れようとしていたのが

分るであろう。彼がここで突き当っているのは，五年前にはずっと安易に受けとめ

られていた問題である。

A両ourd’hui，　il　faut　produire　beaucoup；－il　faut　donc　aller　vite；

一il　faut　donc　se　hater　lentement；il　faut　donc　que　tous　les　coups　portent，

et　que　pas　une　touche　ne　soit　inutile．

Pour　6crire　vite，　il　f加t　avoir　beaucoup　pens6，－avoir　trimball6

un　s両et　avec　soi，　a　la　promenade，　au　bain，　au　restaurant，　et　presque　chez

　　　　A唐＝@maltresse．

E．Delacroix　me　disait　un　jour：＜rart　est　une　chose　si　id6ale　et　si

fUgitive，　que　les　outils　ne　sont　jamais　assez　propres，　ni　les　moyens　assez

exp6ditifも》Il　en　est　de　meme　de　la　litt6rature；－je　ne　suis　donc　pas

partisan　de　la　rature；elle　trouble　le　miroir　de　la　pens6e．13）

自然発生性を重んずる制作方法上の信念は，ここでは批評家的気質と対立せず，

制作前の思案は制作中の自然発生性の維持のむしろ要件とみなせば両者を調和させ

ることができると，ボードレールは楽観している。このころのボードレールは思弁

的資質が才能を触む危険を十分自覚していなかったか，或いは，同じことであるが，
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不十分な自覚ですますことのできる幸福な時期にあったのである。けれども事前に

過度の思案をめぐらす者は行為の中で反省を捨てることもできない。才能は種類を

問わず盲目的肯定性をもつ何か動物じみたものであるが，極度に人間的な過剰な反

省的意識を持って生れた者が，如何にこの動物性を殺すに至るか，ボードレールは

事の真の重大さを50年代に入って知らされることになったわけである。こうした

反省的意識の所有は，ボードレールの少くとも詩作にとっては必ずしも不利だった

とは言えないが，そういう一種の開き直りに似た自己肯定がボードレールの裡に生

じてくるのはもっと後のことであって，さしあたり1851年のボードレールは反省力

の強さを不利と認め，創作能力に関する深刻な悲観を洩らさなければならなかった。

彼の手紙にポウの名が頻々と現われ出すのはこの頃からである。

Faites　donc　demander　a　Londres，　Au　pLus　vlTE，　ce　livre　si　vous　ne

1，avez　pas　encore　fait．

ααレ7θ∫d’丑18α7POε，θ’εμπ0厩1宅dl漉0η∂η0’ごCεη6α0109ごq㍑ε，

朔アθη・鷹14）

ボードレールはポウの死後出版の作品集があることを何処かで耳にして慌てて発注

したものらしく，息せききったような文面となっているが，これが1851年10月の

ことであるi5）翌52年2月にボードレールは最初のポウ論を手がけている16♪接近は

急速であるが，この評論についてバンディが明らかにしたことは注目すべきであっ

て，この時ボードレールはまだ詩人及び詩論家としてのポウを全くといっていい程

知らず，専ら物語を通じてポウに接していたのである17）この事実は私達がともす

れば忘れがちなもう一つの事実と結びつけられると大きな意義を帯びてくる。死は

ボードレールから様々な可能性を剥ぎ取って，彼が今日私達にとってそうであるよ

うな寡作な鎮骨精錬の詩人に彼を変えてしまったが，ボードレール自身は決してそ

うあることを望んでいたわけではなかった。バルザックのように大量に書くこと，

詩ばかりでなく劇や小説で成功すること，これが生きていた当時，可能性の只中に

あったボードレールの常に目指していた所である。では，ポウに近づいてゆきなが

ら，ボードレールはポウの中に何を見出していたであろうか。

52年3月20日，政治行動への訣別を友人プーレ・マラシに宣告した手紙の中で，

ボードレールはこんなことを言っている。
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Mais　je　suis　d6cid6　a　rester　d6sormais　6tranger　a　toute　la　pol6mique　hu一

maine，　et　plus　d6cid6　que　jamais　a　poursuivre　le　reve　sup6rieur　de　rapplica一

tion　de　la　m6taphysique　au　roman．．．．－Adieu，　et　persuadez－vous　bien

comme　moi，　de　plus　en　plus，　que　la　ph皿osophie　est　lbμ乙

前年八月の自信喪失の口調は消えて，ここに表われているのは自己確信である。こ

の確信がポウと結びついていることは，この手紙がポウ論と重複するものを含んで

いやことから見て間違いない。「形而上学の小説への適用」云々にはこういう箇所

を対応させることができる。

On　dirait　qu’il　cherche　a　apPliquer　a　la　litt6rature　les　proc6d6s　de　la

philosophie，　et　a　la　philosophie　la　m6thode　de　l’alg合bre．18）

従ってボードレールが形而上学を小説に適用しようとしているのはポウに倣っての

ことである。「哲学がすべてである」云々については，当然ここにメーストルの影

を読みとることもできるであろうが，ポウ論のこういう条を対応させることもでき

る。

Il　vint　un　moment　o心il　prit　toutes　les　choses　humaines　en　d6goOt，　et

o心1a　m6taphysique　seule　lui　6tait　de　quelque　choseユ9）

ボードレールの自己確信は小説創作の夢と思弁への傾斜に支えられている。前者を

ポウの，後者をメーストルの影響にそれぞれ帰することができれば好都合であるが，

ポウが哲学者肌の作家であったことを考えると（Poe　se　pr6sente　sous　trois　aspects：

cdtiqu・，　P・ete　et・・m・n・i・・；・n…ed㎝・1…m・n・i・・y掛レil　un　phil…ph・⑳）

二人の影響を判然と切離すことはできそうもない。しかしメーストルの影響はこれ

を迎え入れるだけですんだかも知れないが，ポウからの刺戟に対してはボードレー

ルは能動的に反応していることを考量すると，この場合，より大きな比重はポウの

側にあったと思われる。ポウ論の中から作品の特徴を論じた箇所を拾い上げてゆけ

ば，ポウの影響下のボードレールの裡で小説創作の夢と思弁への傾斜とがどんな風

に結びっいていたかが理解されるであろう。
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ポウの批評精神と創造性との不可思議な両立について。（この部分は盗用だが，

ボードレールにとっての精神的重要性がその為に減ずるわけではない。）

Poe　est　toujours　correct．　C’est　un　fait　tr6s　remarquable　qu’un　homme

d’une　imagination　aussi　vagabonde　et　aussi　ambitieuse　soit　en　meme　temps

si　amoureux　des　r6gles，　et　capable　de　studieuses　analyses　et　de　patientes

recherches．21）

推理小説について。ポウの物語の展開は概ね推理小説と同質の手法によっている

から，この評は少し表現を変えればポウの小説作法の根幹にふれたものとなり得る。

Je　voudrais　pouvoir　caract6riser　d’une　maniさre　tr6s　br6ve　et　tr6s　sUre　la

litt6rature　de　Poe，　car　c’est　une　litt6rature　toute　nouvelle．　Ce　qui　lui

㎞prime　un　caractさre　essentiel　et　la　distingue　entre　toutes，　c，est，　qu’on　me

pardonne　ces　mots　singuliers，1e　conjecturisme　et　le　probab丑ismeρ2）

自然発生性の陥りがちな悪弊にっいて。自分の持たぬものを批判するボードレー

ルの意気軒昂たる語勢は注目すべきである。

Un　autre　caractさre　particblier　de　sa　litt6rature　est　qu，elle　est　tout　a　fhit

anti－f6minine。　Je　m’explique．　Les色mmes　6crivent，6crivent　avec　une

rapidit6　d6bordante；leur　c（£ur　bavarde　a　la　rame．　Elles　ne　connaissent

96n6ralement　ni　rart，　ni　la　mesure，　ni　la　logique；1eur　style　traine　et　ondoie

comme　leurs　vetements．　Un　tr6s　grand　et　trさs　justement　Ulustre　6crivain，

George　Sand　elle－meme，　n’a　pas　tout　a　fait，　malgr6　sa　sup6riorit6，6chapp6

acette　loi　du　temp6rament；elle　jette　ses　chefも一d’（£uvre註la　poste　comme

des　lettres．　Ne　dit・on　pas　qu’eUe　6crit　ses　livres　sur　du　papier　a　lettres？23）

ポウの文体について。

Dans　les　livres　d’Edgar　Poe，1e　style　est　serr6，00ηoα’6η41a　mauvaise

volont6　du　lecteur　ou　sa　paresse　ne　pourront　pas　passer　a　travers　les　mailles

de　ce　r6seau　tress6　par　la　logique．　Toutes　les　id6es，　comme　des　fl6ches

ob6issantes，　volent　au　meme　but．24）

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　－23一



ポウの作品における理念の支配について。

Dans　Edgar　Poe，　point　de　pleurnicheries　6nervantes；mais　partout，
mais　sans　cesse　rinfatigable　ardeur　vers　rid6al．25）

ポウを規定するのに用いられた四っの特質，critique，　poete，　romancier，　ph丑o一

忌ophe，のうち，当時のボードレールに欠けていたのは最後の二つである。彼は母

親に向って自分をraisonneurと称し，プーレ・マラシに対してはesprit　ph皿o一

sophiqueの持主であることを主張しているがρ6）そういう方面ではポウとは比べる

べくもないし，romancierとしてはラ・ファンファルロ1篇を書いたことがあるだ

けの中途半端なromancierに過ぎなかった。ボードレールは自分のこの二つの弱

点をポウが一まとめにしてあっさりと克服していることに注目している。前出母親

宛書簡から推察する限り，raisonneurであることを創作の妨げと見たボードレール

には，詩作より一層の自然発生性を要求される小説の制作は尚更手の届かぬものと

思われ始めていたに違いない。しかしポウの作品を前にすれば，それは要らざる悲

観となる。ポウの裡では抽象と分析を好む傾向がromancierと共存しているばか

りか，romancierに協力し貢献しているからである。ポウがボードレールを夢中

にさせた理由の一半が，日常的合理性の枠を踏み破って魂の暗部を暴き出した心理

的洞察力にあることは，最初のポウ論で最も周到に論じられているのが《黒猫》と

《ベレニス》であることから知られるが，その物語が「論理によって編まれた網」

と形容したくなる程，極端に明晰な意識に支えられていたということは，それに劣

らぬ大きな驚きだったと思われる。ボードレールも指摘しているように，一個の

philosopheを内蔵するromancierは他にもいないことはないかも知れないが，ポ

ウの作風の理知的，抽象的性格は全く際立っていて比類がない。こんな手法がある

ことは，ボードレールはポウ以外の誰からも教えられなかったであろうし，この例

外的な事実はボードレールを勇気づけたであろう。

小説が反省によって展開を妨げられることなく，作者の内部から湧き出る自然発

生的な流れに乗って進行することは，見方によっては小説に不可欠の要素となる。

少くともボードレールにとってそれは羨むべき特質であり，ジョルジュ・サンドを

批判しながらその豊かさには相応の評価を与えているのはその為である。しかし，

raisonneurたるボードレールが自分の資質と決して相容れない自然発生性を羨ん

でみても不毛を打開することはできないであろう。逆に，もしポウのように，生命
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の自然な発露としての展開によらず，理知的な計算によって小説を進展させること

ができるならば，創作に不利と見えるボードレールの資質にはこれを生かす道が拓

かれるであろう。ボードレールより遙かにraisonneurと呼ばれるに適わしいポウが，

むしろその資質を武器に，ものの見事にromancierたり得ているのであれば，ボ

一ドレールの欠点は寧ろraisonneurとしての不徹底にあるとしなければならない。

ポウ論に盗用された骨相学的記述から察すると，既に1852年には，ボードレール

はポウのように書く為には何を獲得しなければならないかを見極めていたようであ

る。

Quant　au　front，丑6tait　superbe，…　mais　on　eαt　dit　qu’une　force

int6rieure　d6bordante　poussait　en　avant　Ies　organes　de　la　r6flexion　et　de　la

construction．　Les　parties　auxquelles　les　craniologistes　attribuent　le　sens　du

pittoresque　n’6taient　cependant　pas　absentes，　mais　elles　semblaient　d6一

rang6es，　oPPr㎞16es，　coudoy6es，　par　la　tyrannie　hautaine　et　usurpatrice　de

la　comparaison，　de　la　constmction　et　de　la　causalit6．π）

この所見を読みながらボードレールは自分とポウを重ね合わせていたものと思われ

るが，ポウの場合「比較と構成と因果性」の専横が「絵画的なものの感覚」を圧迫

する程であるとすれば，成功した美術批評家ボードレールの場合には，＜Salon　de

1846＞を読めばよく分るように，「絵画的なものの感覚」が圧倒的であって，「比

較と構成と因果性」の支配はあまり見られない。比較したり，構成したり，因果関

係をうち立てたりする能力がポウに遠く及ばないことをボードレールは直ちに理解

したであろうし，この種の能力の大小が，ポウには旺盛な制作を可能にし，自分に

はそれを不可能にしていることを（後年ふり返ってこれが原因のすべてであるとは

思わなくなったにせよ）見抜いたであろう。幸いにこの欠点は矯正の可能性をもっ

ている。raisonneurの分化した意識は，未分化へ逆戻りして自然発生性を手に入れ

ることはできないにしても，より一層の分化を目指すことはできるのだから。ボー

ドレールがポウのとりわけ物語によって見出したのは，創作家としての自己の弱点

を，その性質をおし進めることによって長所に変え，不毛を脱するという可能性だ

ったのである。

無論創造は常に自然発生性に支えられているものであって，ポウでさえも一見そ

う思われるほど人工的に創作した筈はないから，ボードレールの理知と意志による

創作の夢が小説に関する限りこんな嵯嘆に行きつくのは目に見えている。
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D6but　d’un　roman，　commencer　un　sujet　n’importe　o心et，　pour　avoir

envie　de　le　finir，　d6buter　par　de　tres　belles　phrases．28）

Commence　d’abord，　et　puis　sers－toi　de　la　logique　et　de　ranalyse．

N’importe　quelle　hypothese　veut　sa　conclusion．29）

Se　mettre　tout　de　suite　a　6crire．　Je　raisonne　troP．

Travail　imm6diat，　meme　mauvais，　vaut　mieux　que　Ia　reverie∫り）

しかし文学者ボードレールが自己の弱点を進んで欲し，自己にみあった理論によ

って身をよろい，自己に対する確信を深めるのに，ポウの力が有効であったことに

変りはないし，創作の困難から抜け出そうとあがいていた当時のボードレールには

ポウの物語は一つの光明と見えたであろう。raisonneurであることを嘆いた51年

8月の手紙から一転して，翌年の手紙では，ボードレールはより一層のraisonneur

たらんと心がけている口ぶりである。

一Tu　trouveras　dans　cette　lettre　des　choses　qui　te　plairont　sans　doute

et　qui　te　prouveront　que　si　je　souffre　encore　beaucoup　Par　certains　d6fauts，

mon　esprit，　au　lieu　de　s’abetir，　grandit；31）

この手紙は愛人ジャンヌ・デュヴァルと別れる決意を告げた有名なものだが，ボー

ドレールが列挙したその理由の中には「精神の完成」という注目すべき言葉が見出

される。

Jeanne　est　devenue　un　obstacle　non　seulement　a　mon　bonheur，　ceci

serait　peu　de　chose；moi　aussi　je　sais　sacrifier　mes　plaisirs，　et　je　l’ai　prouv6；

一mais　encore　au　perfectionnement　de　mon　esprit．

同年4月18日付の別の手紙からは，ボードレールがポール・ロワイヤルの幾何学

の教科書を読んでいたことがピショワによって考証されている§2）こうした事柄を

ポウとメーストルの何れと結びつけるべきか，その明確な判定は又しても困難であ

るが，ちょうどポウに示唆を受けてボードレールが「形而上学の小説への適用とい

一26一



う高尚な夢」を紡いでいた時期のことであれば，手紙の内容をポウと無関係と見る

ことには無理があると言わなければならない。

上来の事情をボードレール自身は後年こんな風に回想している。

…　en　l　8460u　47，　j’eus　connaissance　de　quelques　fragments　d’Edgar　Poe；

1’6prouvai　une　commotion　singuliさre；ses（£uvres　complさtes　n’ayant　6t6　ras一

sembl6es　qu’aprさs　sa　mort　en　une　6dition　unique，　j’eus　la　patience　de　me　lier

avec　des　Am6ricains　vivant　a　Paris　pour　leur　empnlnter　des　collections　de

journaux　qui　avaient　6t6　dirig6s　par　Poe．　Et　alors　je　trouvai，　croyez－moi，　si　vous

voulez，　des　poさmes　et　des　nouvelles　dont　j’avais　eu　la　pens6e，　mais　vague　et

confuse，　mal　ordonn6e，　et　que　Poe　avait　su　combiner　et　mener　a　la　perfection．

Telle　fut　rorigine　de　mon　enthousiasme　et　de　ma　longue　patience．33）

自分の魂の裡に感知される豊饒な渾沌と呼応するものが，ポウの手によって秩序あ

る表現へともたらされているのを見出した時から，ボードレールにとってポウはか

くあるべきボードレールとなったというのだが，細部にこだわりさえしなければ，

この手紙の言葉は信じてよいであろう。

しかし「精神の完成」の為にボードレールがどれだけの事を実行したのか，詳細

は結局明らかでない。「形而上学を小説に適用するという夢」を果していつまで持

ち続けたのかも分らない。実質上52年から始まったポウの翻訳は，ボードレール

に対し「夢」の実現の代償となることによって，結果的には却って「夢」の実現か

ら彼を遠ざけたのではないかと思われる。おそらくボードレールは，意識するとし

ないとにかかわらず，創作の辛苦を採るよりは，「自分自身の作品だと自分にも思

われるほど」34）ポウの作品を消化しながら，自分の中に潜在すると彼が信ずるポウ

を育て上げる方へ次第に傾いていったのであろう。ボードレールの言葉を信ずるな

らば，ポウの作品は本来自身で書くべき作品のようなものであり，そうである以上，

ポウを翻訳することは本来自身で行うべき創造をポウを籍りて体験することに外な

らなかったとも言えるからである。そうして，彼の翻訳はいかにもそれにふさわし

い。ボードレールの訳文は作品をすみずみまで理解した上でなお原文の形式や語の

含蓄まで保存しようとする執拗な意志によって貫かれており，その成果である見事

な直訳体は，ボードレールが，「漠として混乱し，秩序立っていない」自分の内面

に，自分の母国語で，ポウに倣った明確な形を与えなければ気がすまなかったこと

を証明している。これほどの訳業であれば十分それ自体で訳者にとっては精神の錬
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磨の一つの機会であって，彼の翻訳が創作の幻覚にすぎず，彼の本来の目的が果さ

れず終いになったとしても，そこからは副産物として知的成長という現実の収穫が

生れなかった筈はないのである。

［il］

ボードレールの散文を年代を追って読んでゆくと，大量のポウの翻訳を果したあ

と，文章が一挙に緊密になっているのに私達は驚かされる。その幕開けであり，且

つその為に変化の最も極端な例となったのが＜Exposition　universelle＞である。

＜Salon　de　l846＞では理論が開陳される箇所でも，或いはそういう箇所ほど，

論理的連関は比較的緩やかで屡々アフォリズムの羅列という形をとっていたのが，

＜Exposition　universelle＞では緊密の度が過ぎて殆んど息苦しさを感じさせるほ

ど論理の非常な粘着性が文章全体を蔽っており，これに応じて文の息の長さもくSa一

10ndeI846＞とは格段に異なる。こういう特徴がポウの著作のいたる所に露わ

に見られるものであることを思い浮べると，この評論にはポウ的なるものの強い支

配が行き亙っていると考えてよいであろう。

＜Exposition　universelle》はくSalon　de　1846》と同じく批評に関する論議

から始まるが，その表題が「批評の方法1であるということは，＜Salon　de　1846＞

の第一章「批評は何の役に立っか」と比べて示唆的である。二つの題の相違は二つ

の評論の根本的な相違を集約しているように見える。1846年の評論では，批評と

いう営為はただ価値を生み出す働きとしてしかとらえられていなかった。批評家ボ

一ドレールは，稔り豊かな結果をもたらそうとして，批評のいわば実利的側面に関

心を奪われてしまっており，作品を前にして思索をめぐらすこと自体についての思

索，っまり批評にっいての方法意識などは，これを持とうとする意欲も，それにふ

さわしい内省力も見出されない。しかし＜Exposition　universelle＞では，ボードレ

一ルの眼は批評を行いつつある精神の過程そのものに向けられていて，精神が精神

自体を関心事として動くさまがそこに見られる。pour　etre　juste，　c’est・a－dire　pour

avoir　sa　raison　d’etre，1a　critique　doit　etre　partiale、　passionn6e，　politiqueη

46年にはこう語っていた批評家が55年にはこんなことを言う，mon　esprit　jouit

maintenant　d・une　plus　abondante　impartialit6§6）ボードレールは効果を目ざす啓

蒙活動から，それ自体を目的とする内省へ転じたのである。実利的認識から観照的
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9

認識へのこの移行が，反省のたがを嵌められた文を緊密に連鎖したポウ風の文体を

必要とした，或いは逆に，そういう文体を持ち得た為にこの移行が可能になったと

言ってもよいが，いずれにしろボードレールがポウから獲得した影響が一面で散文

の表現力の増大という形をとって現われていることに注意すべきであって，自己に

密着しつつ深みへ深みへと降りてゆく精神の運動はボードレールには生来のものだ

ったに違いないが，人も知る自己分析の偏執狂的愛好者であり，その達人だったポ

ウの媒介がなく，ポウの翻訳という精神的試練を経ていなかったならば，ボードレ

一ル生来の傾向が精神の明確な分節に達し得たかどうかは疑わしい。

quelque　d6hcate　et　diffic皿e　a　expr㎞er　que　soit　mon　id6e，　je　ne

d6sesp6re　pas　d’y　r6ussir∫罫）

ボードレールはここでは堂々たる自負を表明してそれを実行してみせているが，三

年前のポウ論については友人のプーレ・マラシからesprit　phnosophiqueの欠如を

突かれ，次のポウ論の出来栄えを約束しながら苦しい弁明をしなければならなかっ

たのである§8）

しかし三年の間にポウがもたらしたものはこれだけではなかった。冒頭の一句は，

もっと深い処までポウがボードレールの中に食い込んでいたことを暗示している。

皿　est　peu　d’occupations　aussi血t6ressantes，　aussi　attachantes，　aussi

pleines　de　surprises　et　de　r6v61ations　pour　un　critique，　pour　un　reveur　dont

resprit　est　tourn6　a　la　g6n6ralisation　aussi　bien　qu’a　r6tude　des　d6tails，　et，

pour　mieux　dire　encore，削’id6e　d’ordre　et　de　hi6rarchie　universelle，　que　la

comparaison　des　nations　et　de　leurs　produits　respectifs．39）

この調子の重々しさと，この一句が最初の段落の超俗的思想を語り出す為の前口上

となっていること，及び語の二三の類似から推して，ボードレールには恐らくポウ

の《ユリーカ》の冒頭の部分が意識されていたものと思われる。ポウは献呈の辞か

ら始めているが，それはこんな調子を帯びたものである。

オo蹴一の，∫ゴ履7θ畠9厩1ηセ肋θ配θ’σμθノセヵηθ∫一δoθπxq厩3θη’θη∫

P1厩∂∫σ浦Cθμxq擁ゆεηSθ瑚一α麗〃2リεπ7Sθ∫∂Cα4xq配∫0η∫幡1ε配ア

1ヒ）∫　dlαη5　1θ5　76yθ∫　60〃1〃2θ　伽π∫　1ε∫　εθz〃8∫　7白z1ご∫6ε一ノわL伍θ　cθ　」乙ごッ1rεdlε
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距7ゴ’6∫，η0ηρσ∫Sρ6伽1ε7ηeη’ρ0配730η0α澱αC’27θ陥r疏σ〃θ，〃2伽∂C側5θ

dθ」αBθα配6⑳∫αわ0η（1θ（1αη∫S躍％7’だ，ε∫q厩CO瞬ηηθSOη0α配C’27θ

y67吻魏a如）

ポウによると，科学者達は想像力とか形而上学的感覚と呼ぶべきものを欠いている

為に，個々の問題に関わるばかりで，宇宙の全体像を把握しようとする試みとは無

縁であるが，彼自身は，詩人の精神的特質を発揮することによって，統一的宇宙論

を展開してみせることができるという。学者達と自分とのこの精神的相違を説明す

る為にポウは一っの比喩をもち出している。

Celui　qui　du　sommet　de　rEtna　prom6ne　a　loisir　ses　yeux　autour　de　lui，

est　principalement　affect6　par　r6’θηd祝θet　par　la　dかθr∫”6　du　tableau．　Ce

ne　serait　qu’en　pirouettant　rapidement　sur　son　talon　qu’il　pourrait　se

flatter　de　saisir　le　panorama　dans　sa　sublimeμη∫’（乞41）

ポウのpirouetter　sur　son’ 狽≠撃盾獅ﾆsaisir　le　panorama　dans　sa　sublime〃雇∫6とは

一体となってボードレールのresprit　est　tourn6　a　la　g6n6rahsationに，　af飴ct6

par　P6∫θηdz4θ　et　par　la　6『かθ7s”｛多du　tableauは1’esprit　est　tourn6　註　r6tude

des　d6ta丑sに，それぞれ相当するであろうし，ボードレールが自分をreveurと

規定したのは，ポウが献辞の中で《ユリーカ》にふさわしい読者をrδveursと名づ

けたのと呼応するであろう。

ボードレールがこの頃《ユリーカ》をどの程度読んでいたか，特にその科学的内

容がどこまで彼に理解されていたかは知ることができない。ただ理解しようという

彼の真剣な意欲がサント・ブーヴ宛書簡から窺われるだけであるき2）しかし精神の

根本的な姿勢について言うならば，1855年のボードレールが，ポウに同調して修

辞的同化を図るのにふさわしくなかったとはいえない。1852年，まだ《ユリーカ》

を全く知らなかったと推定されるころ，彼が物語のポウを把えた時，既にそこには

《ユリーカ》のポウを予知するような表現が使われていたからである。

11a，　comme　les　conqu6rants　et　les　philosophes，　une　entrainante

aspiration　vers　runit6；iassimile　les　choses　morales　aux　choses　phy・

siquesゆ
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爾来数年esprit　phnosophiqueの滴養に努めてきたボードレールの裡で，自己の

思想に強い統一一性を与えようという野心が燃えていたとしても不思議はないであろ

う。

＜Exposition　universeUe＞はこの知的野心によって刻印を打たれている。豊か

な多様性に比べて思想的統一性に乏しい＜Salon　de　1846＞風のものを，ボード

レールは誰よりも先ず自分自身に拒んだのであり，万国博覧会の美術部門の論評と

いう仕事の性質がサロン評よりもっと網羅的であることを要してはいても，そんな

外的条件は無視し去って，ただ内面の要請に従ってポウに倣い，ポウに恥じないも

のを書くことだけを心がけたのである。万国博覧会という恰好の機会をとらえたボ

一ドレールは，宇宙全体の統一的把握を企てたポウに擬して，自然と人間を含む世

界全体の統一的把握を目ざす一人の「夢想家」となり，恐ろしく巨視的且っ抽象的

に語る。同時に，統一性への執着は評論の構成自体に反映し，第二章と第三章でそ

れそれアングルとドラクロワだけが論じられるという異例の集中的な対象の選択と

なった。更に，ドラクロワ論が＜Salon　de　1846＞との文体上の連続を感じさせ

るのに，アングル論がこの時期に初めて身につけた文体で書かれているのを見ても

分るように，新しい文体によって自己を自律的に屹立させる術を知ったボードレー

ルは，最早＜Salon　de　1846＞でそうしたように，対象の許に赴き，対象に即し

て語ることをせず，対象を裁断するような態度でアングルに過激な批判を加えたの

である。

　　　　　　　　　　　　　　　　H

?Bは＜Exposition　universelle＞の形式的特徴がボードレールに対して持って

いる内面的意味にようやく到達したわけであるが，ここに至るまでのボードレール

の刻苦を想像すると，当然この新しい形式には相応の新しい思想が盛り込まれてい

るものと期待される。

しかしこの評論の内容を検討するに当って，私達は二つの問題を除外しなければ

ならない。その二つとはcorrespondanceとimaginationに関わる思想である。こ

の方面におけるボードレール研究は，これまでポウの影響を過小評価してきたこと

も手伝って諸説紛々の有様であり，これを論ずるには独立した機会を得て，且っ少

くとも1859年までのボードレールを考察の対象としなければならないからである。
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従って，この二っの思想の何れに於ても基礎的観念の役割を果している筈のunit6

にも私達はふれることができない。更にこのunit6がポウの《ユリーカ》及び十八

世紀後半から十九世紀初頭の生物学理論に対して持っているかも知れない関係にっ

いても此処ではふれないことにするき4）結果として論点はずいぶん狭められるが，

その代り私達はそういう思想の根底を流れるもっと生々しい思想に出会うであろう。

最初の段落については様々な研究家から実に様々な思想家の影響が指摘されてい

るが，全体の論理的構成を注視して読むと，私達の目を惹くのはこんな部分である。

c樗rtaines　nations－vastes　animaux　dont　rorganisme　est　ad6quat
aleur　m皿ieu，－45）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

人間を動物に比する視点，及び環境への適応という観念，この二つが次の段落と直

接に結びついた，いわば結節点である。

第二段落は支那の美術品をきっかけに展開される後半部が要点となっている。

　　　　　　　　　　喝メfest　un　6chant丑lon　de　la　beaut6　universelle；mais　il　faut，　pour　qu’遡soit

compris，　que　le　critique，1e　spectateur　oPさre　en　lui－meme　une　transfo㎜a・

tion　qui　tient　du　myst6re，　et　que，　par　un　ph6nomene　de　la　volonte　agissant

sur　l’imagination，皿apPrenne　de　lui・memeきparticiper　au　mUieu　qui　a

donne　naissance　a　cette　floraison　insolite．　Peu　d’hommes　ont，－au

complet，－cette　grδce　divine　du　cosmopolitisme；mais　tous　peuvent

racqu6rir　a　des　degr6s　divers．　Les　mieux　dou6s　a　cet　6gard　sont　ces

voyageurs　solitaires　qui　ont　v6cu　pendant　des　ann6es　au　fond　des　bois，　au

m丑ieu　des　vertigineuses　prairies，　sans　autre　compagnon　que　leur　fusil，

contemplant，　diss6quant，6crivant．　Aucun　voile　scolaire，　aucun　paradoxe

universitaire，　aucune　utopie　p6dagogique，　ne　se　sont　interpos6s　entre　eux

et　la　complexe　v6rit6．　11s　savent　radmirable，1’㎞morte1，1’in6vitable

rapPort　entre　la　fo㎜e　et　la　fonction．　Ils　ne　critiquent　pas，　ceux－la：

ils　contemplent，　ils　6tudient．46）

注目されるのは，動物の形態から機能への微妙な回路に通暁することと，美の表現

様式と環境との関連を把握する能力とが等置されていることである。この等置関係

は一見不可解であり，次の段落と重ね合せなければ，その有する意味は明らかにな

らない。もう一つ，ボードレールがここでdiss6quantという語を使っているのは
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注意を要する。事が形態と機能との関連の静的な把握に限られるならば，必ずしも

解剖は必要でなく，細心な観察があれば足りるのだから，ここで彼の念頭にあるの

は，異った環境の下で異った形態をもつ動物を解剖して比較し，そこに同一型から

の変化，つまり適応の痕跡を見出す場合である。こう考えて始めてこの段落から次

段への移行が理解されるものとなる。ボードレールはこの適応的変化の観念を次の

段落で人間に適用し，同種の動物の異った環境への適応と，同一人物の異った環境

の下での内的変化とを並行させてとらえるのである。

Si，　au　lieu　d’un　p6dagogue，　je　prends　un　homme　du　monde，　un

intelligent，　et　si　je　le　transporte　dans　une　contr6e　lointaine，je　suis　s（ir　que，

si　les　6tonnements　du　d6barquement　sont　grands，　si　l’accoutumance　est

plus　ou　moins　longue，　plus　ou　moins　laborieuse，　la　sympathie　sera　t6t　ou

tard　si　vive，　si　p6n6trante，　qu’elle　cr6era　en　lui　un　monde　nouveau　d’id6es，

monde　qui　fεra　partie　int6grante　de　lui－meme，　et　qui　l’accompagnera，　sous

la鉛㎜e　de　souvenirs，　jusqu’a　la　mort．　Ces　formes　de　batiments，　qui

contrariaient　d’abord　son　ceil　acad6mique（tout　peuple　est　acad6mique　en

jugeant　les　autres，　tout　peuple　est　barbare　quand　n　est　jug6），　ces　v696taux

inqui6tants　pour　sa　m6moire　charg6e　des　souvenirs　natals，　ces　f¢mmes　et

ces　hommes　dont　les　muscles　ne　vibrent　pas　suivant　l’allure　classique　de

son　pays，　dont　la　d6marche　n’est　pas　cadenc6e　selon　le　rythme　accoutum6，

dont　le　regard　n’est　pas　projet6　avec　le　meme　magn6tisme，　ces　odeurs　qui

ne　sont　plus　celles　du　boudoir　maternel，　ces　fleurs　myst6rieuses　dont　la

couleur　prof6nde　entre　dans　r（£il　despotiquement，　pendant　que　leur　forme

taquine　le　regard，　ces　fruits　dont　le　goΩt　trompe　et　d6place　les　sens，　et

r6vさle　au　palais　des　id6es　qui　appartiennent　a　rodorat，　tout　ce　monde

d’harmonies　nouvelles　e・量trera　lentement　en　lui，1e　p6n6trera　patiemment，

comme　la　vapeur　d’une　6tuve　aromatis6e；toute　cette　vitalit6　inconnue　sera

ajout6e　a　sa　vitalit6　propre；quelques　milliers　d’id6es　et　de　sensations

enrichiront　son　dictionnaire　de　mortel，　et　meme　H　est　possible　que，　d6一

passant　la　mesure　et　transfo㎜且nt　la　justice　en　r6volte，　H血sse　comme　Ie

Sicambre　converti，　qu’il　brOle　ce　qu’il　avait　ador6，　et　qu’il　adore　ce　qu’丑

avait　brOl6．47）

ここまで読むと，ボードレールが三つの段落を通じて大胆な思想を語っているこ

とが分る。相互の論理的連関を勘考すれば，それはこんな風に要約されるであろう。

自然的環境は動物体の裡に滲透し，動物体はこれに呼応して己れを変化させてゆく。

この過程で動物体の裡には環境と内的生命との相互滲透の場が生ずるが，これが適
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応現象であり，この場の外的顕現が形態に外ならない。そして，ボードレールによ

れば，人間という動物にあっては，環境と生命との相互滲透の場は感覚や更には観

念等の世界であり，美の様式はその外的顕現であって，他の動物における形態にほ

ぽ相当する。（これは人間を降格させているのではない。ボードレールは形態に精

神性の発露を認めており，最初の段落にはdes　formes　plus　ou　moins　spirituelles48）

という表現が見られるぎ9））従って，形態を見て生体内部に発する適応的変化を推察

できるほどの者であれば，見なれぬ美の様式を見て，それを生んだ人間の感覚や観

念を我がものとし（participer　au　m皿ieu），眼前の対象が紛れもない美的表現意欲

の所産であることを理解し得るのである。

美の様式のこの思い切った相対化は，美と生の結びつきの強調を伴っている。続

く四っの段落でボードレールは美と生の接点に身を置いて美学を攻撃するが，その

意を汲んで彼の論難を一言でいうならば，学的体系は常に体系化された過去にすぎ

ぬために，生命が新しく生み出すものに対して何ら説明能力を持たないということ

である。生命は美を産み出す潜勢力として不断に運動して止まず，その発現に関し

ては予見不可能性に満ちている。従って，美学の体系によって美を判定しようとす

るのは，完結したものによって生成するものを，過去によって現在を圧殺すること

に等しい。

ボードレールはここでは徹底して現在の意識を重んじている。同時代性の重視と

いうことであれば＜Salon　de　l846＞にも説かれていたが，それも専ら画題に関

してであり，せいぜい伝統の形骸化に対する警鐘にすぎなかった。しかしこの評論

では，現在の重視はやがて生の一回性の鋭い意識となり，殆んど伝統の否定ととら

れかねない言葉が吐かれるに至るのである。

Dans　rordre　po6tique　et　artistique，　tout　r6v61ateur　a　rarement　un

pr6curseur．　Toute　floraison　est　spontan6e，　j血dividuelle，　Signorelli　6tait一

il　vraiment　le　g6n6rateur　de　Miche1－Ange？Fst－ce　que　P6rugin　contenait

Raphael？　L’artiste　ne　relさve　que　de　lui。meme．　Il　ne　promet　aux　si6cles

avenir　que　ses　propres（£uvres．11　ne　cautionne　que　lui－meme．　Il　meurt

sans　enfants．　Il　a　6t6　∫oη　声04　30ηP7εか・θ　θ’　∫oη1）∫α孔50）

この態度は自然の重視及び歴史の軽視と結びついている。1846年には，西欧文

明の内部から，特定の歴史的時点に地歩を占める人間として語っていた彼が，ここ

では西欧文明の外に立ってこれを相対化し，文明の盛衰に思いをめぐらし，しかも
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この歴史的過程を生命力の移動という自然的動因を用いて説明する。ボードレール

がこれほど一貫して人間を自然の中に据え，自然の側から考察しようとしたことは

かつてなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　皿

モdxposition　universelle＞を書き起すに際して，ボードレールがポウの《ユリ

o一 ﾍ》を模倣したのは気取りでも気まぐれでもなかったことが今では一層よく理解

される。ポウにとっては，人間の歴史などは，自然の因果に統べられる宇宙の闇の

無時間性の中で，束の間点滅するだけの微弱な光にすぎなかった。ボードレールも

亦能う限り遠くから，まるで歴史の外にとび出してしまったもののように，人間を

眺めようとしている。

Quoiqu’il　y　ait　dans　la　nature　des　plantes　plus　ou　moins　saintes，　des　formes

Plus　ou　moins　spirituelles，　des　anirnaux　plus　ou　moins　sacr6s，　et　qu’皿

soit　l6gitime　de　conclure，　d’aprさs　les　instigations　de　l’immense　analogie

universelle，　que　certaines　nations－vastes　animaux　dont　1’organisme　est

ad6quat註leur　milieu，－aient　6t6　pr6par6es　et　6duqu6es　par　la　Providence

pour　un　but　d6te㎜in6，　but　plus　ou　moins　61ev6，　plus　ou　moins　rapproch6

du　cie1，－je　ne　veux　pas　faire　ici　autre　chose　qu’affirmer　leur卸1θutilit6

aux　yeux　de　CELUI　qui　est　ind6finissable，　et　le　miraculeux　secours　qu’eUes

se　pretent　dans　l’harmonie　de　l’univers．51）

人間的なものにしなやかに触れてゆく感性の持主としては，これは異様な変化とい

えるが，この「広大な観想」が「書物によるよりは遙かに孤独によって」得られる

と付け加えることをボードレールは忘れなかった暑2）ここにも，ポウの場合と同様，

人間的体験の裏打ちは欠けてはいなかったのである。

これまで私達はポウからの知的刺戟に専ら目を向けてきたが，ボードレールのポ

ウへの共感が文学からも思想からもはみ出るものを含んでいたことを，ここで思い

出しておかねばならない。

Comprendひtu　maintenant，　pourquoi，　au　milieu　de　raffreuse　solitude
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qui　m’environne，　j’ai　si　bien　compris　le　g6nie　d’Edgar　Poe，　et　pourquoi

j’ai　si　bien　6crit　son　abominable　vie？53）

ボードレールの孤絶はちょうどポウの翻訳を始めた1852年ごろから始まってい

るが，人間世界から一歩退いたような境地へと追い込まれたことは，彼に一っの知

的展望を開き，その結果，人間とそれを取り巻く世界との包括的連関が洞察される

ようになったものと思われる。

他方，彼はこの孤絶の中で，それまでの自身の生涯を省察し始めたようである。

一En　somme，　je　crois　que　ma　vie　a　6t6　dαzηη6θd6s　le　commence一

ment，　et　qU’elle　l’eStρ0μ7’0砂0〃舐54）

＜Exposition　universelle＞で青年時の南島旅行の精神的影響が考察されているの

は，そういう省察の純然たる知的な側面が取り入れられたものであろう。

ポウに最も打ち込んだこの時期のボードレールにとって，生は認識の対象となっ

てしまっていたのであるら

この体験は理智の錬磨に大きく貢献したが，ボードレールの感性にとってはかな

りの苦痛だったらしく，ポウの文学の特徴を評するのに使われたこんな表現にそれ

が窺われる。

rair　est　rar6fi6　dans　cette　litt6rature　comme　dans　un　laboratoire．55）

　　　　　　　　’
{ードレールはポウに対しては批判を差し控えているが，三年後にはアングルを攻

撃するのにこれと同種の表現を用いている。

Cette㎞pression，　difficne　a　caract6riser，…　fait　penser　vaguement，

involontairement，　aux　d6faillances　caus6es　par　1’air　rar6fi6，　par　1’atmo・

sphere　d’un　laboratoire　de　ch㎞e．56）

どちらの場合も，指摘されているのは生との接触感の欠如に外ならない。

＜Exposition　universelle＞を書いた時，ボードレールが生に対して保っていた

関係は甚だ微妙なものである。美と生の結びつきを彼は以前より一層深いところか
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ら力をこめて強調し，美学と美の街学者達を批判した。

sophistes　trop　fiers　qui　ont　pris　leur　science　dans　les　ljVre鼠57）

たしかに彼自身の理論は生に根ざしているが，それは彼が殆んど生と引き換えに理

論を手に入れたからである。

je　me　suis　content6　de　sentir；je　suis　revenu　chercher　un　as丑e　dans

1’impeccabl・na費et6⑱

ボードレールは感じることに満足してなどいない。感じるという生の直覚的認識か

らこの時ほど彼が遠ざかったことはなかった。満足するどころか，この認識の発生

の機構を明らめようとして，ボードレールはこれに分析のメスを加えている。ただ，

私達に最も身近なものが最も分析し難いものであることを考えてみれば，素朴な生

からのこの疎隔は，美と生の接点を探り，美の領域で生を擁護する為に，ボードレ

一ルが辿らねばならなかった不可避の逆説的迂路であったことは忘れてはならない

であろう。

この時期のボードレールの生からの疎隔と，それに比例した観念の欲求の著しい

肥大とは，サバチエ夫人との恋愛事件に端的に表現されている。この俗にいうプラ

トニック・ラヴは，ただ自分の抱く愛の観念に仕えるばかりで，現実の対象には目

もくれようとしなかったボードレールの内閉性を鮮かに証明しているからである。

彼は自分の生が追い込まれているこの事態を見誤りはしなかった。

Je　ne　te　connais　bien　en　r6alit6　que　depuis　que　ma　raison　s’est　forti一

fi6e，　c’est一ムーdire　depuis　peu　d’ann6es．　Mais　mon　caractさre　s’est　aigri　en

meme　temps，　et【c’estl　ce　qui　alt6re　quelquefois　mon　langage．5の

彼の感性は一時的にゃや潤いを失い，とげとげしくなった批評家ボードレールは，

観念の欲求にまかせて書いた恐ろしく高尚な記事に続いて，辛辣なアングル論を新

聞社に送り，「お払い箱」の憂き目にあう。しかしその間にも，めぐってきた「思

想の秋」の中では，思想的成熟という果実が確かな手っきによって摘まれていたの

である。
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1966，特にその第四章を参照。
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51）BII　p575．
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57）BII　p578．

58）　BII　p578．
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